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要旨

火星の極冠を概観する.
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1 成分, 温度

バイキングなどの観測から,極冠の成分,温度は次のようになっていることがわかっ
ている.

北半球の極冠 南半球の極冠
成分 夏 H2Oのみ CO2

冬 CO2とH2O CO2

表面温度 夏 205K 150K

冬 150K 150K

表 1からわかるように夏の南半球の極冠の温度よりも夏の北半球の極冠の温度の
方が高くなっている. ところが, 南半球の夏には北半球の夏よりも火星は太陽に近
い. (火星の近日点はLs = 205◦の時（南半球の夏至の少し前）であるから. ) この
ように火星の極冠について不思議なことがある. 以上の点も含め, 火星の極冠につ
いては次のようなことが考えられている.

• 北半球の夏には極冠の成分はH2Oだけになる. 205Kという温度ではCO2が
全て昇華して, 大気に出てしまうためである.

• 上に述べた不思議なこと (夏の南極冠の方が夏の北極冠より温度が低いこと)

に対して森山 (1981)は夏の南半球には大気中にダストが多く存在していて
ダストによる遮蔽効果が効いているためと考ている.

• 南半球の極冠では常にH2Oの凝固点以下なのでCO2の下にH2Oが埋まって
いると考える人もいる.

(森山 (1981))

2 形状

良くわかっていない.
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まで連絡していただければ幸いである.
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